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標準的 な解答例又は出 題 意図区

小論文
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設問(2)

設問(3)

分

1. 出題意図
アドミッション ・ ポリシーに基づき生物資源学類で学ぶために必要な基礎学力と語学

力を評価する。 取り扱う現象を理解する基礎として重要なプラスチックの生産量やゴ
ミとしての排出量の変化、ならびに、生産量が増加することによって生じている問顆と
その解決策に関して記述された英文を読解し、英 語力、理解力ならびに表現力を問
う設問である。

2.解答例）

設問(1)

採点基準）英文で書かれた内容を正 確に理解した上で訳文に正しく反映されている
か。

正解例）
1. 自動車や飛行機等で使用されている軽羅で革新的な素材は、 二酸化炭素排出

量を削減している。(46文字）
2. 高性能な断熱材は、エネルギーコストの削減に役立っている。(31文字）
3. プラスチック包装は、食品の安全性を確保し食品廃棄物の削減に役立っている。

(39文字）

設問(2)

採点基準）英文で書かれた内容を読解したうえで、正しく計算することができている
か。

正解例） 1,1 X 10 8 トン (110000000トン）

設問(3)

400 million トン ＝ 400 X 10 6 トン
co2はC:1原子、0:2原子からなる分子で分子量44
Cの割合は12/44 = 3/11 
したがって

400 X 3/11 X 106 = 109.09•" X 10 6 

→1.1 X 10 8 

採点基準）英文で書かれた内容（理的関係性）と前後の文章の 関係を正 確に理解
した上で、正しく計算することができているか。

正解例）13








